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CePt3Siは空間反転対称性の破れた重い電子系の超伝導体として注目され
ている [1]。本講演では、その系を念頭におき、核磁気緩和率 T−1

1 (T ) [2] および
磁場侵入長 λ(T ) [3] についての理論計算結果を報告する。ここでは、スピン
シングレット・トリプレット混合のクーパーペアリングモデル [4]を採用する。
また同じモデルに基づいて、渦糸コア構造（ペアポテンシャル，電流密度，局
所状態密度，およびコア内に誘起される磁気モーメント）の計算を行ったの
で [5]、それについても結果を紹介する。
なお最近、この系の渦糸コア構造のより詳細な理論解析が、東大理学部

の 永井佑紀氏によってなされている [6]。

実験的にCePt3Siでは、NMR T−1
1 (T )において、超伝導転移温度 Tc直下で（小

さな）Hebel-Slichterピークが観測され [7]、そこからは s波的なクーパーペアリ
ングが予想される。一方、熱伝導率 [8] および磁場侵入長 [9] の測定からは、
超伝導ギャップにライン・ノードの存在が示唆されており、アンコンベンショ
ナルなクーパーペアリングが予想される。本講演では、これら一見互いに
矛盾しているようにみえる実験結果が、スピンシングレット・トリプレット混
合のクーパーペアリングモデルにより自然に説明可能であることを示す。
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